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調
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期
間
　
　
一
九
九
九
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（平
Ｈ
）
四
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
⑪
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取
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文
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セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
原
田
享
二

・
鬼
澤
昭
夫

５
　
遺
跡
の
種
類
　
中
世
城
郭
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
中
世

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

大
崎
城
跡
は
、
香
西
川
と
そ
の
支
流
に
挟
ま
れ
た
舌
状
台
地
に
位
置
す
る
。

城
郭
は
四
カ
所
の
郭
、
及
び
斜
面
部
か
ら
裾
部
の
腰
曲
輪
よ
り
な
り
、
南
北
入

Ｏ
Ｏ
ｍ
東
西
三
〇
〇
ｍ
で
あ
る
。

大
崎
城
は
千
葉
氏
か
ら
分
か

れ
た
国
分
氏
の
居
城
と
伝
え
ら

れ
、
国
分
氏
が
大
崎
城

へ
移

っ

た
時
期
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
と

さ
れ
て
い
る
が
、
正
確
な
築
城

原

時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
廃

佐

城
に
な

っ
た
の
は

一
七
世
紀
初

頭
と
い
わ
れ
る
。

調
査
地
点
は
主
郭
の
北
側
裾
部
で
、
標
高
は

一
〇
ｍ
前
後
で
あ
る
。
調
査
面

積
は
四
二
五
〇
ポ
で
、
濠
部
と
居
住
区
に
分
か
れ
る
。
弘
化
三
年

（
一
人
四
一〇

に
描
か
れ
た
絵
図
に
よ
れ
ば
、
濠
部
は

「は
ま
し
ま
」
、
居
住
区
は

「城
戸
」

と
記
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
た
る
。

濠
部
か
ら
は
幅
三

・
四
ｍ
長
さ
三
五
ｍ
に
わ
た
つ
て
地
業
を
施
し
た
護
岸
状

遺
構
を
検
出
し
た
。
居
住
区
は
濠
部
の
東
側
に
盛
土
を
し
て
平
坦
面
を
造
り
出

し
た
も
の
で
、
盛
土
の
厚
さ
は
二
ｍ
を
越
え
る
。
整
地
は
最
低
三
回
確
認
で
き
、

新
し
い
面
か
ら
順
に
第

一
面
―
第
三
面
と
し
た
。
各
整
地
面
よ
り
遺
構
を
検
出

し
た
。

護
岸
状
遺
構
の
地
業
や
居
住
区
の
造
り
だ
し
は

一
四
世
紀
末
を
中
心
と
し
た

時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
居
住
区
は
そ
の
後
、
整
地
を
繰
り
返
し

一
六
世
紀
前
半

に
は
第

一
面
が
整
地
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

木
簡
類
は
濠
跡
か
ら
七
点
出
土
し
た
。
こ
の
う
ち
文
字
と
し
て
釈
読
で
き
た

も
の
四
点
を
紹
介
す
る
。
な
お
、
釈
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
う
ち
の
一
点
は
、

両
面
に
墨
痕
の
あ
る
折
敷
の
底
板
で
、
文
字
と
と
れ
る
部
分
も
あ
る
が
、
全
体

と
し
て
文
字

・
文
章
の
体
裁
と
な
っ
て
い
な
い
。
他
に
切
り
込
み
を
も
つ
木
簡

の
形
状
を
し
た
木
製
品
が
同
じ
一尿
跡
か
ら
二
点
、
居
住
区
第
二
面
の
土
坑
Ｓ
Ｋ

二
六
か
ら

一
点
出
土
し
て
い
る
が
、
墨
痕
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

Ｓ
Ｋ
二
六
は
第

一
面
を
盛
土

・
整
地
す
る
際
に
第
二
面
の
不
要
物
を
廃
棄
す

る
た
め
に
掘
削
さ
れ
た
ゴ
ミ
穴
と
考
え
ら
れ
、
平
面
形
は
約
五

・
五
ｍ
×
四
ｍ

の
長
方
形
、
深
さ
は
約

一
ｍ
で
あ
る
。
網
代

・
下
駄

・
漆
塗
り
椀
な
ど
の
木
製



2000年出土の木簡

品
類
を
は
じ
め
、
遺
物
が
多
量
に
出
土
し
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「受
」
（同

一
個
体
）
の
墨
書
土
器
と

「大

一
」
と
刻
書
の
あ
る
ヘ
ラ
状
木
製
品
、

文
字
資
料
と
し
て
は
他
に
濠
跡
か
ら
出
土
し
た

「虜
」
「遍
香
」
「文
」
。　
　
　
　
居
住
区
の
盛
土
か
ら
出
土
し
た

一酔
乾
」
の
墨
書
土
器
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

い
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上
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ｌ

Ц
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‘
ミ

で

４

そ

＝

＝
毎
自
作
是
念
以
何
令
衆
生
徳
入
無
上
堂
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成
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仏
身
　
賊
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購
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鋼
佃
制
湘
租
嘘
敬
辛
…
希
畔
　
敬
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⑪
は
永
禄
四
年
銘
の
卒
塔
婆
で
あ
る
。
樹
皮
を
付
け
た
ま
ま
の
桜
材
で
、
最

上
部
は
枝
分
か
れ
の
部
分
を
残
し
Ｙ
字
状
で
あ
る
。　
一
面
を
削
り
墨
書
を
施
し

て
い
る
。
下
方
の
ご
く

一
部
を
欠
く
。
内
容
は
発
心
門

・
梵
字
五
文
字
、
光
明

真
言

。
梵
字
二
人
文
字
、
法
華
経
如
来
寿
量
品

・
漢
字
二
〇
文
字
、
二
行
に
分

け
て
回
向
文
で
あ
る
。
寿
量
品
に
は
異
字
が
三
カ
所
見
ら
れ
る
。
上
か
ら
順
に

「何
」
は

「阿
」
、
「堂
」
は

「道
」
、
「即
」
は

「速
」
で
あ
る
。
ま
た
回
向
文

も
書
き
出
し
は

「右
志
者
」
が

一
般
的
で
あ
る
。
「永
禄
四
年
」
は
西
暦

一
五

六

一
年
で
あ
る
。

②
は
将
棋
の
駒

「銀
将
」
で
あ
る
。
表
は
文
字
を
彫

っ
た
跡
に
墨
を
入
れ
て

い
る
。
裏
は
朱
墨
で

「金
」
で
あ
る
。

①
は
呪
符
木
簡
で
あ
る
。
墨
は
流
れ
て
し
ま
つ
て
い
る
が
、
文
字
の
あ
っ
た

部
分
が
輪
郭
の
盛
り
上
が
り
と
な
っ
て
残

っ
て
い
る
。

い
は
墨
は
薄
く
な
っ
て
お
り
、
判
然
と
し
な
い
。
上
端
を
山
形
に
成
形
し
て

い
る
。
下
端
の
一
部
を
欠
く
が
、
ほ
ぼ
完
形
で
あ
る
。
上
方
は
二
行
、
下
方
は

一
行
で
あ
る
。
ひ
ら
が
な
混
じ
り
文
で
あ
ろ
う
か
。
上
方

一
行
日
と
二
行
日
は

二
か
ら
三
文
字
、
下
方
の
一
行
は
三
か
ら
四
文
字
で
あ
ろ
う
か
。

９
　
関
係
文
献

働
香
取
郡
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化
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）
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